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   Investigations were carried out on the hormonal environments in cases of the urinary 
tract tumors especially in cancer of the prostate with a reference to the thymus. 
   1. Following administration of the thymic agent, decreases in eosinphile leukocyte 
count of the peripheral blood and excretions of the urinary total 17 KS and the urinary 
total 17 OHCS and a increase in the urinary gonadotropin were observed. 
   2. Following administration of the thymic agent, a transient aggravation in reactibi-
lity against ACTH-Z was observed in patients with cancer of the prostate. 
   3. In male rats of the  Wistar strain, participation of the thymus to the prostate was 
investigated by means of extirpation of the thymus or administration of thymic agent. In 
both instances no remarkable change was recognized even though a tendency of decrease in 
the weight of the prostate and a suppressive effect to the adrenal glands were seen after 
administration of thymic agent. 
   4. In transplantation experiments of cancer tissue of the prostate into the anterior eye 
chamber of rabbit, a benefical result in growth of the transplanted graft was observed in 
thymectomized rabbits. 
   These results suggested us that administration of thymic agent can produce anti-male 
hormone effect though it is weak, and lead us to postulate that the administration of 
thymic agent to patients with cancer of the prostate should be done with a sufficient care 
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に関係 した 明らかな障碍 とい うものは未だ知 ら
れ てお らず,ま たそ の内分泌腺 としての意 義 も
明 らかではないが,あ る種条件下 では淋 巴組織
と共 に反応 し,バ セ ドウ氏病 やア ジソン氏病 の
場合 その肥大増殖 を来 しHC,ACTH,エ ス ト
ロゲン,発 癌剤 な どに よつて退縮 を来 す との報
告が多 い(lngle,Selye,Higgins&Kendall,
Murphy&Sturm)が,一 部 には反対 もあ り
(Hammer,Yoffuy,Stribata)なお多 くの疑 問
を残 している.胸 腺 の退縮が起 る と共 に性 的発
育が始 まる点 より性腺 と胸腺 との関 係は古 くよ
り注 目され ている所 であ り(Hammer),また副
腎皮質 や甲状腺 との関係 も多 くの人 に より注 目
され ている(Motti,Pighini).しか し副性腺 と
の関係につ いて論 じた ものは比較 的少 く,特 に
亜鉛 を対 象 とした ものは少 ない様 に思 われ るの
で,前 立腺腫瘍患者 に対 する胸腺抽 出液投与 に
よる末梢血 中好酸球数,ThornTest(ACTH・
Z),尿中ゴナ ドトロピン.尿 中総17KS,尿 中
総170HCS,血 中 コレステ ロール,血 中総蛋
白を中心 とする臨床実験 と共 に,Wistar系雄
ラ ツテを用 いての胸腺機能異常下 における副性
器 の変化 な らびに家兎眼前房 内におけ る前立腺

















































実 験 成 績
A臨 床実験
1.症例159才,男,対 照
















血中好酸球数はやや増加の傾向 を 示した が,Thorn
Testは2週間でみる限 り正常の反応を示した.尿 中
ゴナドトロピソは1週 目にはなお始めと同様の値を示














































ThornTestは8日目にやや不良化を一 時 的 に示し

































血中総蛋白,コ レステロールは何れ も前症例5と 同





7.症 例7,58才,男,前 立 腺 癌
血 中 総 蛋 白 はや や 増 加,血 中全 コ レス テ ロー ル はや
や 低 下,コ レス テ ロール エ ス テル は 不 変 で あ り,血 中
好 酸 球 数 は 一 時増 加 後 検査 前 値 に 戻 つ た.Thorn
Testはや や 不 良化 の傾 向を 認 め,尿 中 ゴナ ド トロ ピ
ン は一 時 増 加 した が17日以 後 にお い て や や 減 少,17
0HCSは 減 少,17KSは 逆 に増 加 の傾 向 を示 した.
8.症 例8,72才,男,前 立 腺 癌
血 中 好酸 球 数 は 一 時 増 加,後 減 少,ThornTestは
や や 不 良化 を 示 しゴ ナ ド トロ ピソは 増 加,17KS,17















































































































































り見 られたが,壊死は少 く,白血球,プ ラスマ細胞の
表5胸 別家兎前眼房内前立腺癌組織所見
処 置
























































































胸腺 については古 くよ り多 くの人 に ょり研究
され,そ れ ぞれの成績 を基礎 として多 く論ぜ ら
れて来たが,な お形態上 のみな らず機能上にお
いても多 くの疑 問が残つ てい る.現 在そ の機能
については種 々疑 問が あ るが比較的一致 した成
績がみ られ るのは胸腺 が リンパ組織 と して働 い
ているとい う ことであ り,そ の内分泌臓器 とし
ての関連 にっ いてはPetri,Joresなどに より報
告 され,Selyeは副 腎皮質 ホル モン,性 腺 ホル
モンは胸腺 に対 し抑制的 に作用す るとのべ てい
るが,明 らかに胸腺 に関 係 した と解 され る障碍
は今 日まで明 らか ではな く,そ の内分泌機能 は
本質的にはなお不明というべきであろう.
















































































別出の関与を調べてみた.一 般に胸 腺 は移 植
腫瘍に対 しこれを抑制するとするもの が多 い
(L6wentha1など)ま た胸腺別出によつてラ
ツテの腫瘍に対する抵抗性が増す(Rhodenberg
など)と の報告 もあるが.そ の多 くは腫瘍に対
する抵抗が弱くなるとしている(Goodなど).
またFischerなどは胸腺剤のホルモソ作 用 を


































本稿の要旨は第35回内分泌学会総会に 於 て発 表 し
た.
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(スルファモノメトキシン)
國 特 に グ ラ ム陰 性 菌 に起 因 す る疾 患 に も高 い有
効 率 を示 して い ます 。
隈 効 果 発 現 が早 く3～5日 前 後 で 治癒 、 お よ び
有 効 が 認 め られ て い ます 。
凹 副 作 用 は ほ とん どみ られ ず 、 慢 性 疾 患 に も安
心 して投 与 で きます 。
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